
ICT活用「みんなで研修」プログラム⑪

北海道教育庁ICT教育推進局ICT教育推進課

ICTを活用した校務の情報化
～働き方改革の推進に向けて～
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１ はじめに
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校務の情報化に向けて、現在、学校で取り組ん
でいること

〇 ICTを積極的に活用した業務等の推進について
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はじめに



校務の情報化の推進

参考：教育の情報化に関する手引（追補版）（令和２年６月 文部科学省）

○ 校務の情報化の目的
効率的な校務処理による業務時間の削減、な

らびに教育活動の質を向上させることにある。

校務が効率的に遂行できるようになることで、
教職員が児童生徒の指導に対してより多くの時
間を割くことが可能となる。



国における働き方改革の推進

6参考：学校における働き方改革推進本部（第６回 文部科学省） 配付資料



重点的に
実施する取組

① 在校等時間の客観的な計測・記録と公表
② メンタルヘルス対策の推進等
③ 働き方改革手引「Road」の積極的な活用
④ ＩＣＴを積極的に活用した業務等の推進
⑤ 部活動休養日等の完全実施
⑥ 地域との協働の推進による学校を応援・支援する体制づくりの推進

新たな取組 教頭支援、サポート体制の充実（スクールロイヤーの配置）地域部活動事業

Ⅲ アクション・プラン（第２期）の概要
○ 学校における働き方改革の目的は、「教員のこれまでの働き方を見直し、自らの授業を磨くとともに日々の生活の
質や教職人生を豊かにすることで、自らの人間性や創造性を高め、子どもたちに対して効果的な教育活動を行うこと
ができるようになること」である。
○ この理念を実現するため、教育を取り巻く状況の変化を的確に反映させるとともに、新たな取組を加えるなどした
新たなアクション・プランを策定し、より実効性の高い働き方改革を推進していく。

Ⅳ アクション・プラン（第２期）の具体的な取組

○期間
令和３年度から令和５年度までの３年間
○目標
教育職員の在校等時間から所定の勤務
時間等を減じた時間を
・１か月で45時間（１年単位の変形労働
時間制を適用する場合は42時間）以内
・１年間で360時間（１年単位の変形労働
時間制を適用する場合は320時間）以内

個の“気付き”

チームの“対話”

地域との“協働”

現状分析を踏まえて各教員が自らの働き
方を認識し、各自が最適な取組を実践。

真に必要な教育活動を効果的に行うため、
学校全体で対話し、業務改善を実践。

働き方改革の趣旨と取組に対する、保護
者や地域住民の理解と協力を醸成。

【期間と目標】 【重視する視点】

工程表により
進捗を管理

Ａ･

Ｐ

道における働き方改革の推進

7参考：「学校における働き方改革北海道アクション・プラン（第２期）」（北海道教育委員会）



２ 取組事例の紹介
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全国の学校における働き方改革事例集 改訂版

文部科学省WebページURL
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/hatarakikata/mext_00001.html
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全国の学校における働き方改革事例集 改訂版

10



道外の取組事例（埼玉県鴻巣市）
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参考：GIGAスクール構想の下での校務の情報化の在り方に関する専門家会議（第２回）会議資料
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00335.html



道外の取組事例（埼玉県鴻巣市）
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参考：GIGAスクール構想の下での校務の情報化の在り方に関する専門家会議（第２回）会議資料
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00335.html



道外の取組事例（愛知県春日井市）
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文部科学省
（2021）
StuDX Style
「職員同士で

つながる」

参考：GIGAスクール構想の下での校務の情報化の在り方に関する専門家会議（第２回）会議資料
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00335.html



道外の取組事例（愛知県春日井市）
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校務処理の負担がどの程度軽減されましたか？

市内全小中学校（53校）（R4年1月調査）

参考：GIGAスクール構想の下での校務の情報化の在り方に関する専門家会議（第２回）会議資料
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00335.html



道外の取組事例（愛知県春日井市）
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・情報の共有が素早くできるようになった

・意見を集約し、まとめるときに便利

・資料作成がそのまま資料の共有につながる

・情報共有がとても簡単にできるようになった

・学年間での情報共有がしやすくなった

・アンケート集計作業が格段と楽になった

・校務の負担軽減と会議の時間短縮につながっている

・職員会などでの資料の提示が効率よく行えるようになった

・印刷の手間がなくなった

クラウド活用でよくなったこと(各校より）

参考：GIGAスクール構想の下での校務の情報化の在り方に関する専門家会議（第２回）会議資料
https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/mext_00335.html



教職員間の情報共有における課題をICTで解決へ

参考：全国の学校における働き方改革事例集 改訂版

職員室と教職員の情報
共有の在り方に課題

クラウドサービスの
チャット機能を使って
教師間で情報共有

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou
/hatarakikata/mext_00001.html



教職員間の情報共有における課題をICTで解決へ

参考：全国の学校における働き方改革事例集 改訂版

＜先生方の声＞
・情報をクラウド上に共有
でき、全教師が最新の正
しい内容を１箇所で見ら
れるようになった。

・まずは試してみる、から
スタート

・クラウドの利用で得られ
た知見を授業に生かした
り、授業で使っているホ
ワイトボード機能を使っ
た校内研修なども行われ
たり、着実に効率化でき
ている実感があります。

など
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整理しましょう

これまでの説明を踏まえ、皆さんの学校では
ICTを活用した校務の情報化に向けて、どの
ような取組が必要でしょうか。



３ 参考資料等について
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新時代の教育を支える働き方改革通信
～My Revolution～（北海道教育庁教職員課）
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北海道教育庁教職員局教職員課WebページURL
https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/
ksi/hatarakikata/myrevo.html



I C   T   活用ポータルサイト
https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ict/ 北海道教育庁ICT教育推進局ICT教育推進課

ICTに関する情報を
集約したサイトです

道教委ＩＣＴ活用サポートデス
ク
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相談・資料提供等の流れ

相談窓口

授業のイメージ
動画と資料

小・中・高・特
横断的な実践

ICTを授業で効果的に
活用するヒント集

１時間の授業の
中でのICT活用

研修動画と資料
等の配信

広報誌「GIGA
ワールド通信」

学びの深化・転換へ
のチャレンジ

校内研修プラン
の提示
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ICT活用「みんなで研修」プログラム

▶ 職員会議や校内研修などの機会にみんなで研修

▶ 本道における取組を紹介

▶ 幅広いテーマの研修資料を追加

▶ ICT活用の基本的なポイントを短時間で

アンケートの入力を
お願いします。
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